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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第69期
第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

売上高 (千円) 18,877,849 19,590,845 38,987,563

経常利益 (千円) 492,769 529,581 1,593,913

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 210,656 165,162 462,357

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 799,822 457,892 1,158,914

純資産 (千円) 18,372,179 18,739,756 18,578,383

総資産 (千円) 45,986,767 45,832,676 46,082,480

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 47.86 37.53 105.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 35.5 36.1 35.5

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,348,755 2,009,133 3,733,831

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △2,467,173 △2,073,967 △4,461,465

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,890,325 △997,110 1,840,731

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,975,921 3,274,181 4,302,153
 

 

回次
第69期
第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 31.42 32.02
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 
１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

（経営成績の状況）

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では雇用環境及び個人消費の改善等による景気拡大が継続

しました。一方、中国では景気は減速傾向で推移したものの、アジア全体では好調な輸出を背景に拡大基調にあり

ます。また、わが国経済も緩やかな景気回復が続いております。

当社製品の主要市場である自動車産業におきましては、前年同期に対し、アジアで販売台数が増加した一方、国

内は横ばい、米国は主に乗用車で減少しました。

こうした状況の中、当社グループは米国第２工場における新規自動変速機用部品の立上げを完了し、さらに前年

度に立上げた新規品増産の準備を行っております。また、国内では新四輪駆動用機能部品・ハイブリッド車用イン

バーター部品等の量産開始に向けた準備を加速しております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は19,590百万円と前年同四半期に比べ712百万円（3.8%）の増

収、営業利益は602百万円と前年同四半期と比べ54百万円(10.0%)の増益、経常利益は529百万円と前年同四半期と比

べ36百万円(7.5%)の増益となりました。一方、前期末に米国会計基準により米国子会社の繰延税金資産を取崩した

影響や、非支配株主の割合が高い子会社利益が増加したことにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は165百万

円と前年同四半期と比べ45百万円(21.6%)の減益となりました。
　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①粉末冶金製品事業

自動車用部品につきましては、米国における前年度立上げの新規品等により3.7%の売上増となりました。ま

た、鉄道車両用部品につきましては、前年度に引続き、2016年度新規開発の新幹線用ブレーキライニングの搭

載車両増加により17.1%の売上増となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は18,659百万円と前年同四半期と比べ762百万円

（4.3%）の増収となり、セグメント利益につきましては、1,375百万円と前年同四半期と比べ111百万円

（8.8%）の増益となりました。
　
②油圧機器製品事業

手術台用及び画像診断機器用製品は堅調に推移したものの、デンタルチェア用製品は前年度受注増の反動で

北米を中心に売上減となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は925百万円と前年同四半期と比べ49百万円

（5.1%）の減収となり、セグメント利益につきましては、249百万円と前年同四半期と比べ32百万円（11.7%）

の減益となりました。
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（財政状態の状況）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金の減少（前連結会計年度末比1,021百万円減）

等により、17,210百万円（前連結会計年度末比977百万円減）となりました。固定資産につきましては、有形固定資

産の増加（前連結会計年度末比715百万円増）等により、28,622百万円（前連結会計年度末比727百万円増）となり

ました。

 以上により、資産合計は45,832百万円（前連結会計年度末比249百万円減）となりました。

　流動負債につきましては、１年内返済予定の長期借入金の減少（前連結会計年度末比603百万円減）等により、

17,806百万円（前連結会計年度末比153百万円減）となりました。固定負債につきましては長期借入金の減少（前連

結会計年度末比153百万円減）、リース債務の減少（前連結会計年度末比61百万円減）等により、9,286百万円（前

連結会計年度末比258百万円減）となりました。

この結果、負債合計は27,092百万円（前連結会計年度末比411百万円減）となりました。

純資産の合計は、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が33百万円増加、その他の包括利益累計額が158百万円増加

したことにより、非支配株主持分を除くと16,558百万円（自己資本比率36.1%）となりました。

 
（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の残高は3,274百万円と前年同四半期と比べて701百万円

（17.6％）の減少となりました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少等により、2,009百万円と前年同四半期と比べ660百万円

（49.0％）の増加となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産の取得による支出の減少等により、△2,073百万円

と前年同四半期に比べ393百万円（15.9％）の増加となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出の増加等により、△997百万円（前年同四半

期は1,890百万円）となりました。

 

（３）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は179,701千円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,420,000 4,420,000
 東京証券取引所
 名古屋証券取引所
 各市場第二部

単元株式数は100株であ
ります。

計 4,420,000 4,420,000 ─ ─
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

　　　該当事項はありません。

 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年９月30日 ─ 4,420,000 ─ 2,203,000 ─ 1,722,945
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(5) 【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 920 20.90

株式会社デンソー 愛知県刈谷市昭和町１丁目１番地 220 5.01

ＫＹＢ株式会社 東京都港区浜松町２丁目４番１号 220 5.01

ファインシンター従業員持株会 愛知県春日井市明知町西之洞1189番地11号 181 4.13

アイシン精機株式会社 愛知県刈谷市朝日町２丁目１番地 135 3.08

住友電気工業株式会社 大阪府大阪市中央区北浜４丁目５番33号 129 2.93

株式会社清里中央オートキャンプ場 愛知県名古屋市北区若葉通１丁目38番地 101 2.30

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 101 2.29

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 100 2.27

ＪＦＥスチール株式会社 東京都千代田区内幸町２丁目２番３号 94 2.14

計 ― 2,205 50.10
 

(注)  上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

三井住友信託銀行株式会社　　 100千株  
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 18,700
 

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,390,700
 

43,907 ─

単元未満株式 普通株式 10,600
 

― ─

発行済株式総数 4,420,000 ― ―

総株主の議決権 ― 43,907 ―
 

(注) 単元未満株式には当社所有の自己株式82株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 愛知県春日井市明知町
西之洞1189番地11

18,700 ─ 18,700 0.42
株式会社ファインシンター

計 ― 18,700 ─ 18,700 0.42
 

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が200株(議決権２個)あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

 

２ 【役員の状況】

 

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,518,440 3,496,474

  受取手形及び売掛金 ※1  7,927,970 ※1  7,577,420

  電子記録債権 ※1  1,221,350 ※1  1,241,464

  商品及び製品 732,893 738,342

  仕掛品 1,428,606 1,490,691

  原材料及び貯蔵品 2,041,790 2,355,508

  その他 316,658 310,525

  流動資産合計 18,187,709 17,210,427

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 13,301,259 13,480,340

    減価償却累計額 △7,830,143 △8,029,978

    建物及び構築物（純額） 5,471,116 5,450,362

   機械装置及び運搬具 43,590,744 46,315,815

    減価償却累計額 △32,914,718 △33,952,349

    機械装置及び運搬具（純額） 10,676,026 12,363,466

   工具、器具及び備品 5,086,017 5,500,678

    減価償却累計額 △4,266,942 △4,568,487

    工具、器具及び備品（純額） 819,075 932,190

   土地 3,549,051 3,564,454

   リース資産 558,304 457,523

    減価償却累計額 △403,247 △329,708

    リース資産（純額） 155,056 127,815

   建設仮勘定 3,167,207 2,114,438

   有形固定資産合計 23,837,533 24,552,728

  無形固定資産   

   電話加入権 11,407 11,407

   リース資産 113,834 93,668

   その他 143,409 151,581

   無形固定資産合計 268,651 256,657

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,525,448 2,598,112

   長期貸付金 11,726 8,245

   繰延税金資産 1,172,730 1,113,661

   その他 88,922 103,087

   貸倒引当金 △10,242 △10,242

   投資その他の資産合計 3,788,585 3,812,864

  固定資産合計 27,894,770 28,622,249

 資産合計 46,082,480 45,832,676
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※1  3,119,810 ※1  3,282,225

  電子記録債務 ※1  2,778,120 ※1  2,767,190

  短期借入金 5,908,608 6,434,260

  1年内返済予定の長期借入金 2,237,399 1,634,056

  リース債務 115,983 90,885

  未払法人税等 312,794 185,080

  未払消費税等 151,158 99,749

  未払費用 635,809 729,581

  賞与引当金 907,096 974,988

  役員賞与引当金 42,665 21,424

  設備関係支払手形 ※1  155,772 ※1  120,095

  営業外電子記録債務 ※1  409,290 ※1  733,575

  その他 1,184,583 732,972

  流動負債合計 17,959,092 17,806,087

 固定負債   

  長期借入金 4,775,064 4,621,204

  リース債務 218,852 156,901

  役員退職慰労引当金 87,867 86,935

  退職給付に係る負債 4,073,836 4,071,402

  資産除去債務 329,798 332,664

  その他 59,583 17,725

  固定負債合計 9,545,003 9,286,833

 負債合計 27,504,096 27,092,920

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,203,000 2,203,000

  資本剰余金 1,722,945 1,721,609

  利益剰余金 11,305,566 11,338,686

  自己株式 △29,680 △30,246

  株主資本合計 15,201,832 15,233,049

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,171,375 1,213,039

  為替換算調整勘定 280,646 346,899

  退職給付に係る調整累計額 △285,149 △234,930

  その他の包括利益累計額合計 1,166,872 1,325,008

 非支配株主持分 2,209,679 2,181,698

 純資産合計 18,578,383 18,739,756

負債純資産合計 46,082,480 45,832,676
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 18,877,849 19,590,845

売上原価 16,279,644 16,893,100

売上総利益 2,598,205 2,697,745

販売費及び一般管理費 ※1  2,050,093 ※1  2,094,792

営業利益 548,111 602,952

営業外収益   

 受取利息 3,869 4,977

 受取配当金 35,004 38,053

 為替差益 16,143 －

 作業くず売却収入 13,585 18,769

 デリバティブ評価益 1,723 27,532

 雑収入 20,082 21,434

 営業外収益合計 90,409 110,768

営業外費用   

 支払利息 110,134 136,995

 固定資産除却損 21,555 25,727

 為替差損 － 7,409

 雑支出 14,061 14,007

 営業外費用合計 145,751 184,138

経常利益 492,769 529,581

税金等調整前四半期純利益 492,769 529,581

法人税等 166,099 203,612

四半期純利益 326,670 325,969

非支配株主に帰属する四半期純利益 116,013 160,806

親会社株主に帰属する四半期純利益 210,656 165,162
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純利益 326,670 325,969

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 146,446 41,663

 為替換算調整勘定 249,840 40,061

 退職給付に係る調整額 76,864 50,198

 その他の包括利益合計 473,152 131,923

四半期包括利益 799,822 457,892

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 604,390 325,659

 非支配株主に係る四半期包括利益 195,432 132,233
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 492,769 529,581

 減価償却費 1,447,821 1,554,361

 固定資産売却損益（△は益） △645 △1

 固定資産除却損 21,555 25,727

 賞与引当金の増減額（△は減少） 52,647 64,710

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 105,179 66,061

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △19,181 △931

 受取利息及び受取配当金 △38,874 △43,031

 支払利息 110,134 136,995

 売上債権の増減額（△は増加） △469,515 348,615

 たな卸資産の増減額（△は増加） △213,305 △330,656

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △44,907 2,257

 仕入債務の増減額（△は減少） 13,671 115,496

 その他 252,972 △51,928

 小計 1,710,321 2,417,258

 利息及び配当金の受取額 38,875 42,655

 利息の支払額 △109,836 △137,219

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △290,604 △313,561

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,348,755 2,009,133

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △5,003 △6,004

 投資有価証券の取得による支出 △11,645 △12,537

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,482,235 △2,061,697

 有形固定資産の売却による収入 29,758 1,933

 貸付けによる支出 △5,250 －

 貸付金の回収による収入 7,202 4,338

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,467,173 △2,073,967

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 488,521 418,266

 長期借入れによる収入 2,906,116 2,300,000

 長期借入金の返済による支出 △1,087,204 △3,322,207

 自己株式の取得による支出 △84 △566

 配当金の支払額 △175,398 △131,654

 非支配株主への配当金の支払額 △160,731 △161,552

 リース債務の返済による支出 △80,892 △99,395

 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,890,325 △997,110

現金及び現金同等物に係る換算差額 31,318 33,972

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 803,226 △1,027,972

現金及び現金同等物の期首残高 3,172,695 4,302,153

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  3,975,921 ※1  3,274,181
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

(追加情報)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固

定負債の区分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

 

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

受取手形 34,053千円 33,662千円

電子記録債権 65,890千円 54,751千円

支払手形 39,888千円 41,177千円

電子記録債務 350,437千円 376,035千円

設備関係支払手形 1,848千円 5,882千円

営業外電子記録債務 56,690千円 106,877千円
 

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

給料 494,573千円 496,291千円

賞与 148,076千円 147,393千円

退職給付費用 49,526千円 44,700千円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

現金及び預金 4,186,204千円 3,496,474千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△210,283千円 △222,293千円

現金及び現金同等物 3,975,921千円 3,274,181千円
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(株主資本等関係)

 

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

 

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式 176,061 40.00 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金
 

 

２. 基準日が当第２四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月30日
取締役会

普通株式 154,052 35.00 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金
 

 
３. 株主資本の著しい変動

 
　該当事項はありません。

 
 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

 

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月21日
定時株主総会

普通株式 132,043 30.00 平成30年３月31日 平成30年６月22日 利益剰余金
 

 

２. 基準日が当第２四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年10月30日
取締役会

普通株式 176,048 40.00 平成30年９月30日 平成30年12月４日 利益剰余金
 

 
３. 株主資本の著しい変動

 
　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他　
（注１）

総合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

粉末冶金
製品事業

油圧機器
製品事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 17,896,914 975,859 18,872,774 5,075 18,877,849 － 18,877,849

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 17,896,914 975,859 18,872,774 5,075 18,877,849 － 18,877,849

セグメント利益 1,263,887 282,771 1,546,659 1,956 1,548,615 △1,000,503 548,111
 

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、発電および売電に関する事業です。

 
２セグメント利益の調整額△1,000,503千円は、全社費用であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

 ３セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他　
（注１）

総合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

粉末冶金
製品事業

油圧機器
製品事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 18,659,269 925,980 19,585,250 5,595 19,590,845 － 19,590,845

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 18,659,269 925,980 19,585,250 5,595 19,590,845 － 19,590,845

セグメント利益 1,375,293 249,821 1,625,115 2,844 1,627,959 △1,025,007 602,952
 

(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、発電および売電に関する事業です。

 
２セグメント利益の調整額△1,025,007千円は、全社費用であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

 ３セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日)

１株当たり四半期純利益 47.86円 37.53円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 210,656 165,162

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

210,656 165,162

普通株式の期中平均株式数(株) 4,401,506 4,401,324
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

第70期（平成30年４月１日から平成31年３月31日まで）中間配当については、平成30年10月30日開催の取締役会

において、平成30年９月30日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしま

した。

①　中間配当金の総額　　　　　　　　　　　176,048千円

②　１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　 40円00銭

③　効力発生日及び支払開始日　　　　 平成30年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年11月７日

株式会社 ファインシンター

取締役会  御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 手   塚   謙   二 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 氏  原  亜  由  美 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファイ

ンシンターの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成30年７月１日

から平成30年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファインシンター及び連結子会社の平成30年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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